
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
平行に延在する送り軸を有して光ピックアップを前記送り軸により摺動可能に支持したサ
ブシャーシと、
記録媒体 ディスクを回転自在に保持するターンテーブルを搭載したメインシャーシと、
前記サブシャーシに平行して延在する片方の前記送り軸両端に前記光ピックアップのラジ
アル方向のスキュー調整を行うラジアル調整カム、及び前記ラジアル調整カムと対向する
他方の前記送り軸近傍に設けられて前記ラジアル調整カム間の幅内に配置して且つラジア
ル調整カムの中心線上に接しないように設けた前記光ピックアップのタンジェンシャル方
向のスキュー調整を行うタンジェンシャル調整カムからなり、前記サブシャーシ及びメイ
ンシャーシの間に介在して前記各シャーシ間の位置関係を調整するカム部材と、
前記サブシャーシとメインシャーシとを前記カム部材を介在して結合する結合手段とを具
備することを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項２】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記結合手段は、少なくとも前記カム部材を配置した近傍に配置され、前記各シャーシ同
士を圧接するように付勢する付勢部材からなることを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項３】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記カム部材は、前記送り軸が延在する方向に回転軸を有して略楕円形状のカムを回転し
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、前記ディスクを載置する前記メインシャーシに対して前記サブシャーシ全体の傾きを変
えることで前記サブシャーシ及びメインシャーシ間の高さを調整することを特徴とするス
キュー調整装置。
【請求項４】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記カム部材は、前記ラジアル調整カムにより前 ィスク データゾーンの略中心位置
を支点として前記送り軸を傾けるとともに、前記タンジェンシャル調整カムにより前記ラ
ジアル調整カム回転中心を支点にして前記送り軸（サブシャーシ）の片側を傾けるように
設けたことを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項５】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記カム部材は、前記ラジアル調整カムにより前記光ピックアップの送り可能範囲の略中
心位置を支点として前記送り軸を傾けるとともに、前記タンジェンシャル調整カムにより
前記ラジアル調整カム回転中心を支点にして前記送り軸（サブシャーシ）の片側を傾ける
ように設けたことを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項６】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記カム部材は、前記サブシャシ上に平行して延在する片方の前記送り軸両端の２箇所に
設けたラジアル調整カムと、前 ィスク データゾーンの略中心位置を通り前記送り軸
と垂直方向に延びる直線上に設けたタンジェンシャル調整カムとからなることを特徴とす
るスキュー調整装置。
【請求項７】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記カム部材は、前記サブシャシ上に平行して延在する片方の前記送り軸両端の２箇所に
設けたラジアル調整カムと、光ピックアップの送り可能範囲の略中心位置を通り前記送り
軸と垂直方向に延びる直線上に設けたタンジェンシャル調整カムとからなることを特徴と
するスキュー調整装置。
【請求項８】
請求項６及び請求項７のいずれか一方に記載のスキュー調整装置において、
前記タンジェンシャル調整カムは、両ラジアル調整カムを結ぶ線分を底辺とする二等辺三
角形の頂点の位置に配置されるように設けたことを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項９】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記メインシャーシには、前記サブシャーシに向かって延在するリブを設け、このリブは
前記ラジアル調整カムを設けた前記送り軸を挟持するように係合する挟持リブと、この送
り軸方向に前記サブシャーシの所定部位と当接する当接リブとを備えていることを特徴と
するスキュー調整装置。
【請求項１０】
請求項９に記載のスキュー調整装置において、
前記サブシャーシは、前記メインシャーシに結合する際に所定の一端側を前記結合部材に
より前記送り軸に対して所定の角度で傾いた斜め方向に付勢することで前記当接リブを係
合させることを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項１１】
請求項９に記載のスキュー調整装置において、
前記サブシャーシは、前記メインシャーシに結合する際に所定の一端側を前記結合部材に
より前記送り軸方向と、この送り軸方向に直交する垂直方向とに付勢することで前記当接
リブを係合させることを特徴とするスキュー調整装置。
【請求項１２】
請求項１に記載のスキュー調整装置において、
前記ディスクは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、ＭＤなどの記録媒体 光ディスクであることを
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特徴とするスキュー調整装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、スキュー調整装置に係り、より詳細にはディスク面に対して光ピックアップの
光軸が直交するように調整するスキュー調整装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ディスク再生装置には、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、ＭＤなどの高密度記録に
よる光ディスクを再生及び記録を行う場合、光ピックアップの光軸がディスク面に対して
直交するように調整するスキュー調整装置を備えている。この従来のスキュー調整装置は
、一般的にタンジェンシャル方向の調整とラジアル方向の調整とにより実施される。この
ような従来技術としては、例えば、特開平１０－２６９５７９号公報に開示されている。
図１０は、このようなディスク再生装置に採用した従来のスキュー調整装置を示す構成図
である。また、図１１は、図１０に示した矢印Ｊ方向から見た平面図である。また、図１
２は、図１１に示したＫ線に沿った断面を示す断面図である。また、図１３は、図１１に
示したＬ線に沿った断面を示す断面図である。
【０００３】
図１０及び図１１に示すように、ディスク再生装置に採用した従来のスキュー調整装置は
、ディスク再生装置の内部に収納したメカ基台上（図示せず）にダンパーゴムなどの緩衝
部材（図示せず）を介して支持されており、メインシャーシ３０とサブシャーシ４０との
２つのシャーシによって構成される。
ここで、メインシャーシ３０には、ターンテーブル３１がモータ軸に直結されたディスク
モータ３２が搭載されており、このメインシャーシ３０は図示しないダンパーゴムなどの
緩衝部材を介してメカ基台上に搭載される。
また、サブシャーシ４０には、光ピックアップ４２と、この光ピックアップ４２をターン
テーブル３１上に設置したディスク（図示せず）の径方向に搬送するピックアップ送り機
構を備えるモータ４１及び平行に延在する一対の送り軸４４が設けられている。このサブ
シャーシ４０は、メインシャーシ３０上に搭載され、且つスキュー調整を可能とするため
に、次のような構造で結合される。
【０００４】
メインシャーシ３０には、サブシャーシ４０との位置決め及び軸決めを行うための位置決
め支点ピン３３及び軸決めピン４３、ラジアル調整カム３５、及びタンジェンシャル調整
カム３６が設けられている。このラジアル調整カム３５及びタンジェンシャル調整カム３
６は、各々サブシャーシ４０との対向面に傾斜カム面３５ａ、３６ａを螺旋状に形成して
なるもので、メインシャーシ３０に例えばアウトサート成形によって設けられたものであ
る。
【０００５】
これら調整カム３５、３６は、図１２及び図１３に示すように、メインシャーシ３０の裏
側よりドライバなどの工具を使って回動させることができ、これによりサブシャーシ４０
側に設けられた後述するカム当接部４５、４６を受けることで傾斜カム面３５ａ、３６ａ
（図１０参照）により位置（高さ）をシフトさせることができる。
【０００６】
再び、図１０及び図１１を参照して、サブシャーシ４０には、タンジェンシャル調整カム
３６と当接するカム当接部４６と、ラジアル調整カム３５と当接するカム当接部４５と、
位置決め支点ピン３３を挿入保持する位置決め係合穴４３と、軸決めピン３７を挿入保持
する軸決め係合穴４７とが設けられている。ここで、軸決め係合穴４７は、ラジアル方向
のスキュー調整に伴う軸決めピン３７の移動を吸収し得るように光ピックアップ４２の送
り方向に遊びを持たせた形状で設けられている。
また、サブシャーシ４０において、位置決め係合穴４３と軸決め係合穴４７の各中心を結
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ぶ図１１に示したＫ線と、位置決め係合穴４３とカム当接部４６（タンジェンシャル）の
各中心を結ぶＬ線とは、互いに直交するように各部の位置がそれぞれ選択されている。
【０００７】
そして、メインシャーシ３０には、サブシャーシ４０が３つのトーションバネ３８によっ
て上斜め方向（４５度等）から押圧された状態で装着される。これらトーションバネ３８
による上斜め方向からの押えは、位置決め支点ピン３３と位置決め係合穴４３との係合部
分、タンジェンシャル調整カム３６とカム当接部４６との係合部分、そしてラジアル調整
カム３５とカム当接部４５との係合部分にてなされている。これにより、各係合部分の結
合状態をより安定化することができると共に、上斜め方向からの圧力によって、位置決め
支点ピン３３と位置決め係合穴４３との係合部分並びに軸決めピン３７と軸決め係合穴４
７との係合部分の平面方向のガタを無くすことができる。
【０００８】
次に、図１２及び図１３を参照して従来のスキュー調整装置によるスキュー調整動作につ
いて説明する。まず、ラジアル調整を行う場合は、図１２に示したように、ラジアル調整
カム３５をドライバなどの工具を使って回動させることによって行われる。すなわち、ラ
ジアル調整カム３５の回動により、その傾斜カム面に当接されているカム当接部４５のメ
インシャーシ３０からの高さが変動する。これによりサブシャーシ４０は位置決め支点ピ
ン３３と位置決め係合穴４３との結合点を中心に矢印方向に傾動し、サブシャーシ４０に
支持されている光ピックアップ４２の光軸のラジアル方向の角度が変わり、以てラジアル
方向のスキュー調整が達成される。
【０００９】
一方、タンジェンシャル調整は、図１３に示したように、送り軸４４の外側に位置するタ
ンジェンシャル調整カム３６をドライバなどの工具を使って回動させることにより、その
傾斜カム面に当接されているカム当接部４６のメインシャーシ３０からの高さが変動する
。これによりサブシャーシ４０は位置決め支点ピン３３と位置決め係合穴４３との結合点
を中心に矢印方向に傾動し、サブシャーシ４０に支持されている光ピックアップ４２の光
軸（焦点）のタンジェンシャル方向の角度が変わる。
【００１０】
このように従来のスキュー調整装置は、メインシャーシ３０にタンジェンシャル調整カム
３６とラジアル調整カム３５とを設けてサブシャーシ４０との間に介在させるとともに図
１１に示したＫ線及びＬ線が位置決め係合穴４３で直交するように配置することで、ラジ
アル方向とタンジェンシャル方向とのスキュー調整を独立して行えるように形成していた
。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のスキュー調整装置では、図１０及び図１１に示したように、支点と
なる位置決め支点ピン３３が送り軸４４両側の外周部に配置した構造のため、メインシャ
ーシ３０及びサブシャーシ４０の面積が大きくなりスペース効率が悪くなるという不具合
があった。
また、従来のスキュー調整装置では、図１１に示したように、位置決め支点ピン３３と軸
決めラジアル調整カム３５とを結んだＫ線、及び位置決め支点ピ３３とタンジェンシャル
調整カム３６とを結んだＬ線が位置決め支点ピン３３の位置で直交するように配置してい
るため、図１１に示したＬ線の左側でサブシャーシ４０を確実に支持できず（特に、光ピ
ックアップ４２が移動した場合）、サブシャーシ４０が一方に張り出した片持ち支持の状
態になり安定性が悪くなるとともに、耐振性に乏しくなるという不具合があった。
さらに、従来のスキュー調整装置では、光ピックアップ４２の焦点（光軸）位置から支点
までの距離が長くなる。すなわち、サブシャーシ４０は、図１３に示したように、位置決
め支点ピン３３及びタンジェンシャル調整カム３６（支点）を送り軸４４の外側端部に設
けているため、例えば、タンジェンシャル調整をする場合に光ピックアップ４２の焦点位
置から支点までの距離が遠くなりオフセット量が大きくなるという不具合があった。
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本発明はこのような課題を解決し、オフセット量を最小に抑えるとともにスペース効率を
向上させて安定性が良く耐振性に優れたスキュー調整装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明は上述の課題を解決するために、平行に延在する送り軸を有して光ピックアップを
送り軸により摺動可能に支持したサブシャーシと、記録媒体 ディスクを回転自在に保持
するターンテーブルを搭載したメインシャーシと、サブシャーシに平行して延在する片方
の送り軸両端に光ピックアップのラジアル方向のスキュー調整を行うラジアル調整カム及
びラジアル調整カムと対向する他方の送り軸近傍に設けられてラジアル調整カム間の幅内
に配置して且つラジアル調整カムの中心線上に接しないように設けたピックアップのタン
ジェンシャル方向のスキュー調整を行うタンジェンシャル調整カムからなりサブシャーシ
及びメインシャーシの間に介在して各シャーシ間の位置関係を調整するカム部材と、サブ
シャーシとメインシャーシとをカム部材を介在して結合する結合手段とを具備する。
【００１３】
ここで、結合手段は、少なくともカム部材を配置した近傍に配置され、各シャーシ同士を
圧接するように付勢する付勢部材からなることが好ましい。また、カム部材は、送り軸が
延在する方向に回転軸を有して略楕円形状のカムを回転し、ディスクを載置するメインシ
ャーシに対してサブシャーシ全体の傾きを変えることでサブシャーシ及びメインシャーシ
間の高さを調整することが好ましい。また、カム部材は、ラジアル調整カムによ ィス
ク データゾーンの略中心位置を支点として送り軸を傾けるとともに、タンジェンシャル
調整カムによりラジアル調整カム回転中心を支点にして送り軸の片側を傾けるように設け
ることが好ましい。また、カム部材の他の実施の形態は、ラジアル調整カムにより光ピッ
クアップの送り可能範囲の略中心位置を支点として送り軸を傾けるとともに、タンジェン
シャル調整カムによりラジアル調整カム回転中心を支点にして前記送り軸の片側を傾ける
ように設けることが好ましい。
【００１４】
また、カム部材は、サブシャシ上に平行して延在する片方の送り軸両端の２箇所に設けた
ラジアル調整カムと ィスク データゾーンの略中心位置を通り送り軸と垂直方向に延
びる直線上に設けたタンジェンシャル調整カムとからなることが好ましい。また、カム部
材の他の実施の形態は、サブシャシ上に平行して延在する片方の送り軸両端の２箇所に設
けたラジアル調整カムと、光ピックアップの送り可能範囲の略中心位置を通り送り軸と垂
直方向に延びる直線上に設けたタンジェンシャル調整カムとからなることが好ましい。
【００１５】
また、タンジェンシャル調整カムは、両ラジアル調整カムを結ぶ線分を底辺とする二等辺
三角形の頂点の位置に配置されるように設けることが好ましい。また、メインシャーシに
は、サブシャーシに向かって延在するリブを設け、このリブはラジアル調整カムを設けた
送り軸を挟持するように係合する挟持リブと、この送り軸方向にサブシャーシの所定部位
と当接する当接リブとを備えることが好ましい。また、サブシャーシは、メインシャーシ
に結合する際に所定の一端側を結合部材により送り軸に対して所定の角度で傾いた斜め方
向に付勢することで当接リブを係合させることが好ましい。また、サブシャーシの他の実
施の形態は、メインシャーシに結合する際に所定の一端側を結合部材により送り軸方向と
、この送り軸方向に直交する垂直方向とに付勢することで当接リブを係合させることが好
ましい。また、ディスクは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、ＭＤなどの記録媒体 光ディスクで
あることが好ましい。
【００１６】
【発明の実施の形態】
次に、添付図面を参照して本発明によるスキュー調整装置の実施の形態を詳細に説明する
。図１は、本発明によるスキュー調整装置の実施の形態を示す構成図である。また、図２
は、図１に示したラジアル調整カム２５によりメインシャーシ１０を支持する状態を示す
図である。また、図３は、図１に示した矢印Ａ方向から見た平面図である。また、図４は
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、図３に示した矢印Ｇ方向から見た当接部材２１及び当接リブ１４ｂの各設置位置におけ
る係合状態を示す図である。また、図５は、図３に示したＭ－Ｍ線の断面を示す断面図で
ある。また、図６は、図３に示した矢印Ｈ方向から見た側面図である。また、図７は、図
６に示した挟持リブ１４ａの位置を変えた時の調整動作を示す図であり、図７（ａ）は調
整前の状態を、図７（ｂ）調整している状態を各々示している。
【００１７】
図１に示すように、本発明によるスキュー調整装置の実施の形態は、図１０に示した従来
技術と同様に、ディスク再生装置に採用したものであり、このディスク再生装置の内部に
収納したメカ基台上（図示せず）にダンパーゴムなどの緩衝部材（図示せず）を介して支
持され、メインシャーシ１０とサブシャーシ２０との２つのシャーシによって構成されて
いる。
【００１８】
ここで、メインシャーシ１０には、ターンテーブル１１をモータ軸に直結したディスクモ
ータ１２が搭載されている。また、メインシャーシ１０には、図１０に示した従来技術と
は異なり、サブシャーシ２０に向かって延在するリブ１４を設けている。このリブ１４は
、メインシャーシ１０の一端側の中央部に１箇所板状に延在する当接リブ１４ｂと、この
当接リブ１４ｂの両側に２箇所凹状に形成された挟持リブ１４ａとを備えている。そして
、このメインシャーシ１０は、図示していないダンパーゴムなどの緩衝部材によりディス
ク再生装置内に収納したメカ基台上に搭載されている。
【００１９】
また、サブシャーシ２０には、光ピックアップ２２と、この光ピックアップ２２をターン
テーブル１１上に載置したディスク（図示せず）の径方向に搬送する平行に延在した送り
軸２４とを設けている。なお、光ピックアップ２２は、図示されていないピックアップ送
り機構により搬送される。また、サブシャーシ２０には、図１０に示した従来技術とは異
なり、メインシャーシ１０の当接リブ１４ｂと係合する当接部在２１を設けている。また
、サブシャーシ２０は、メインシャーシ１０上に開口する開口部１０ａから光ピックアッ
プ２２が突出するように底面から装着されており、且つスキュー調整を可能とするために
、次のような構造で結合される。
【００２０】
サブシャーシ２０には、メインシャーシ１０との間に介在して回転可能に軸支されたラジ
アル調整カム２５及びタンジェンシャル調整カム２６が各々設けられている。このラジア
ル調整カム２５及びタンジェンシャル調整カム２６は、サブシャーシ２０に対して軸心高
さは不変であり、メインシャーシ１０に対するサブシャーシ２０の傾きを変えられるよう
に形成されている。
【００２１】
ここで、ラジアル調整カム２５は、光ピックアップ２２を搬送する平行に延在した片方の
送り軸２４に設けられており、この送り軸２４両端の２箇所に各々配置されている。また
、ラジアル調整カム２５は、図２に示すように、略楕円状（タマゴ形状）に形成して突出
する突起部２５ａの回転により位相及び変位が、送り軸２４の両端で各々異なって得られ
るように配置されている。また、ラジアル調整カム２５は、図２に示したディスク１（図
２の場合はＣＤ－ＲＯＭ）のデータゾーンＢにおける中心線Ｃを支点として送り軸２４の
両端を傾けて調整できるように形成されている。なお、送り軸２４と両ラジアル調整カム
２５とは一体に結合されており、一方のラジアル調整カム２５を回転させると他方のラジ
アル調整カム２５も同時に回転する。
【００２２】
また、サブシャーシ２０上には、図３に示すように、ラジアル調整カム２５と対向する片
側にタンジェンシャル調整カム２６を設けている。このタンジェンシャル調整カム２６は
、ラジアル調整カム２５を設けた送り軸２４に対して平行に延在する他方の送り軸２４の
近傍に設けられ、ラジアル調整カム２５間の幅Ｐ内に配置しており、かつラジアル調整カ
ム２５の中心線Ｑ上に接しないように設けられている。また、このタンジェンシャル調整
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カム２６は、図３に示したように、ディスク１のデータゾーンＢ（図２参照）における中
心線Ｃ上に配置されている。また、タンジェンシャル調整カム２６は、ラジアル調整カム
２５と同様に、略楕円状に形成して突出する突起部（図示せず）を回転することにより位
相及び変位が変わるように形成されている。
【００２３】
そして、サブシャーシ２０は、図１に示したように、光ピックアップ２２、送り軸２４、
ラジアル調整カム２５、及びタンジェンシャル調整カム２６を各々搭載した表面に螺旋状
に延在する３つのコイルバネ２８を設け、このコイルバネ２８をメインシャーシ１０の底
面に図２及び図６に示すように装着している。従って、メインシャーシ１０及びサブシャ
ーシ２０は、３つのコイルバネ２８によりお互いに引き合うように付勢される。この際、
サブシャーシ２０には、図３に示したように、直線Ｄ、Ｅ、Ｆによる三角形の交点上３箇
所にラジアル調整カム２５及びタンジェンシャル調整カム２６が配置されている。ここで
、この三角形は、好ましくは、送り軸２４の両端に同一形状のラジアル調整カム２５を各
々配置した場合に得られる直線Ｅを底辺とする直線ＤＦによる二等辺三角形であることが
望ましい。従って、メインシャーシ１０は、図１１に示した従来技術のように光ピックア
ップが送り軸の片側（図１１に示したＬ線の左側）で片持ち支持の状態になることを防止
しているため、安定して支持できるとともに耐振性に優れた構造に形成することができる
。この際、コイルバネ２８は、ラジアル調整カム２５及びタンジェンシャル調整カム２６
の近傍に設けることが好ましい。
【００２４】
ここで、サブシャーシ２０は、メインシャーシ１０との位置決めをメインシャーシ１０の
リブ１４に係合させて位置決めしている。まず、サブシャーシ２０は、図３に示した右上
方向のコイルバネ２８により矢印方向に引っ張られて当接部材２１がメインシャーシ１０
の当接リブ１４ｂに当接することで図３に示したＸ方向の動きを位置決めする。この当接
部２１は、図２に示したように、先端が尖っており、ディスク１のデータゾーンＢの中心
軸Ｃと送り軸２４の中心線Ｏとが直交する交点で当接リブ１４ｂと当接するように形成し
ている。また、当接部２１は、図４に示すように、当接リブ１４ｂと当接する位置を移動
しても送り軸２４（図２参照）の中心線Ｏと中心軸Ｃとが直交する交点を中心とする円弧
上で動作するため、中心軸Ｃ位置に限定されるものではない。ここで、当接部材２１は、
当接リブ１４ｂと当接する先端が前述した交点を中心とする円弧上で動作するため、配置
位置によって先端の形状を円弧に合わせた形状に変えることが好ましい。
【００２５】
また、メインシャーシ１０の挟持リブ１４ａは、図３に示したように送り軸２４の両端に
係合しており、図５に示すように送り軸２４の上部から挟持するように上部と側面に覆設
されている。なお、コイルバネ２８のＹ方向の分力により挟持リブ１４ａの一方の側面に
当接している。このようにサブシャーシ２０は、挟持リブ１４ａが送り軸２４に係合する
ことで、図３に示したＹ方向の動きを位置決めすることができる。ここで、挟持リブ１４
ａは、送り軸２４上に設けることが重要であり、図６に示すようにラジアル調整カム２５
を回転した際にラジアル調整カム２５の回転中心、すなわちタンジェンシャルスキューを
調整する支点ＲがＹ方向に移動することなくサブシャーシ２０を傾斜させてラジアル調整
することができる。しかし、この挟持リブ１４ａを送り軸２４以外の場所に形成した場合
、図７（ａ）に示すようにタンジェンシャル調整カム２６を回転させてサブシャーシ２０
を図７（ｂ）に示すように傾けるとラジアル調整カム２５の回転中心であるタンジェンシ
ャルスキューを調整する支点ＲにズレＵが発生してしまう。これにより、光ピックアップ
２２の焦点Ｓでは、サブシャーシ２０の傾きによるズレと、図７に示した支点Ｒでのズレ
Ｕとにより大きな誤差Ｔが生じてしまう。従って、挟持リブ１４ａは、送り軸２４上に係
合して支点ＲでのズレＵを防止することで、光ピックアップ２２の焦点Ｓでの誤差Ｔを低
減している。
【００２６】
次に、図８及び図９を参照して本発明によるスキュー調整装置の実施の形態を使用してス
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キュー調整する動作について詳細に説明する。図８は、図４に示したラジアル方向でのス
キュー調整動作を示す図である。また、図９は、図６に示したタンジェンシャル方向での
スキュー調整動作を示す図である。
【００２７】
まず、ラジアル調整を行う場合は、図８に示すように、ラジアル調整カム２５を回動させ
ることで突出部２５ａ（図２参照）を回転させて位相及び変位を変えることで実行する。
ここで、図８には、ターンテーブル１１からディスク１の外周に位置するラジアル調整カ
ム２５までの距離を横軸に示し、この距離に対するフォーカスアクチュエータのオフセッ
ト量を縦軸に示している。すなわち、ラジアル調整カム２５は、図８に示したディスク１
のデータゾーンＢにおける内周及び外周間の中心線Ｃを支点にして送り軸２４の両端を傾
かせることで、内周側でサブシャーシ２０がラジアル方向に傾斜してディスク１から離れ
る調整（－α）及びディスク１と近付く調整（α）のいずれかを実行する。従って、この
サブシャーシ２０に支持されている光ピックアップ２２は、サブシャーシ２０の傾斜によ
り光軸のラジアル方向の角度が変わり、ラジアル方向におけるスキュー調整が達成される
。
【００２８】
一方、タンジェンシャル調整は、図９に示すように、タンジェンシャル調整カム２６を回
動させて位相及び変位を変えることで実行する。ここで、図９には、ラジアル調整カム２
５とタンジェンシャル調整カム２６との支点間の距離を横軸に示し、この距離に対するフ
ォーカスアクチュエータのオフセット量を縦軸に示している。すなわち、タンジェンシャ
ル調整カム２６を回転することで、メインシャーシ１０と当接するラジアル調整カム２５
回転中心を支点としてサブシャーシ２０のタンジェンシャル調整カム２６側が昇降して傾
き、ディスク１から離れる調整（－α）及びディスク１と近付く調整（α）のいずれかが
実行される。従って、このサブシャーシ２０に支持されている光ピックアップ２２は、サ
ブシャーシ２０の傾斜により光軸のタンジェンシャル方向の角度が変わり、タンジェンシ
ャル方向におけるスキュー調整が達成される。この際、本実施の形態では、図９に示した
タンジェンシャル調整カム２６とラジアル調整カム２５とのカム間（支点間）の距離が図
１３に示した従来技術の支点間（３３と３６との間）に比べて狭く形成することができる
。また、このように支点間の距離を狭く形成することで、光ピックアップ２２の図９に示
した焦点（光軸）位置Ｉから調整カム２５、２６までの距離が短くなるため、タンジェン
シャル方向のスキュー調整におけるオフセット量を低減することができる。
【００２９】
以上、本発明によるスキュー調整装置の実施の形態を詳細に説明したが、本発明は前述し
た実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で変更可能である。
例えば、コイルバネを３つ装着した実施の形態を説明したが、これに限定されるものでは
なく、３つ以上設けて付勢力を調整してもよい。
【００３０】
また、タンジェンシャル調整カムをディスクのデータゾーンＢにおける中心軸Ｃの位置（
図３参照）に配置した実施の形態を説明したが、これに限定されるものではなく、例えば
、光ピックアップの送り可能範囲の略中心位置を通り、送り軸と垂直方向に延びる直線上
に配置してもよい。
【００３１】
【発明の効果】
このように、本発明によるスキュー調整装置によれば、光ピックアップを摺動する送り軸
の両端及び近傍にカム部材を設けているため、カム部材の間を狭くすることができ、光ピ
ックアップを搭載したサブシャーシのスぺース効率を向上することができる。
【００３２】
また、本発明によるスキュー調整装置によれば、サブシャーシ上の送り軸の両端にラジア
ル調整カムを配置し、この両ラジアル調整カムを結んだ線分を底辺とする略二等辺三角形
の頂点にタンジェンシャル調整カムを配置することで、サブシャーシの端の方にそれぞれ
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の支持点を有した構成となるため、サブシヤーシの外周側の安定性が向上する。
【００３３】
さらに、本発明によるスキュー調整装置では、平行に延在する送り軸の近傍にカム部材を
配置してカム間の距離を短くしているため、タンジェンシャル方向のスキュー調整におけ
るオフセット量を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるスキュー調整装置の実施の形態を示す構成図。
【図２】図１に示したラジアル調整カムによりメインシャーシを支持する状態を示す図。
【図３】図１に示した矢印Ａ方向から見た平面図。
【図４】図３に示した矢印Ｇ方向から見た当接部材及び当接リブの各設置位置における係
合状態を示す図。
【図５】図３に示したＭ－Ｍ線の断面を示す断面図。
【図６】図３に示した矢印Ｈ方向から見た側面図。
【図７】図６に示した挟持リブの位置を変えた時の調整動作を示す図。
【図８】図４に示したラジアル方向でのスキュー調整動作を示す図。
【図９】図６に示したタンジェンシャル方向でのスキュー調整動作を示す図。
【図１０】従来のスキュー調整装置を示す構成図。
【図１１】図１０に示した矢印Ｊ方向から見た平面図。
【図１２】図１１に示したＫ線に沿った断面を示す断面図。
【図１３】図１１に示したＬ線に沿った断面を示す断面図。
【符号の説明】
１０　　メインシャーシ
１１　　ターンテーブル
１２　　ディスクモータ
１４　　リブ
１４ａ　挟持リブ
１４ｂ　当接リブ
２０　　サブシャーシ
２１　　当接部材
２２　　光ピックアップ
２４　　送り軸
２５　　ラジアル調整カム
２６　　タンジェンシャル調整カム
２８　　コイルバネ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(10) JP 3559959 B2 2004.9.2



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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